
① 料金割引、スマートＩＣ整備のため、機構債務を国が承継。承継した債務は国費により返済

利便増進事業の仕組み

機構

② 残りの軽くなった債務は、引下げされた料金で、承継前と同じ４５年間で返済

債務 約40兆円 （45年で返済）

H19.12 政府与党合意 H20.10 生活対策

約37兆円 （45年で返済）

注）ｽﾏｰﾄＩＣ整備に要する債務についてはあ

（注料金
0.5兆円

料金
2.2兆円

ｽﾏｰﾄIC
0.3兆円

承継
国 高速会社

貸付料

注）ｽ ﾄ 整備に要する債務に てはあ
らかじめ見込んでおく。

国債整理基金 料金収入

般会計

H20
料

国費

H20：1,386億円(当初)
5 000億円(補正)

一般会計
H21

H22

金
割
引

5,000億円(補正)
H21：2,045億円(当初)

・・・

H22

・・・・・・
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４．利便増進計画による料金割引等

① 従前の料金割引の計画

料金割引の見直しと利便増進計画 ［ＮＥＸＣＯの例］

利

便

H23.4から休日1,000円など一部割引が切れる

休日 1,000円

平日昼間３割引便

増

進

会

社

深夜５割引、休日昼間５割引 等

～ ～～ ～
～ ～

平日昼間３割引

通勤５割引

H21 H22

社

割

引

H23 H62H29

～ ～～ ～

深夜３割引

大口多頻度割引 等

H20～H19

② 料金割引計画の見直し → 休日1,000円は廃止、平日2,000円は導入せず

３年間

利

便

増

年間

前倒し

休日1,000円等 東日本大震災に対処するため国庫納付

平日昼間３割引

休日５割引
進

会

社

割

～ ～

当面の間における検討を踏まえ設定

休日５割引

深夜５割引 等

H21 H22

割

引

H23 H62H29

～ ～

当面の間における検討を踏まえ設定

H24 H25H20～H194
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○並行する一般道が混雑する一方で高速道路の交通容量
に余裕がある区間が全体の約５割を占めている （H17は

交通需要管理・観光・物流

○観光目的交通の約５割が高速道路利用。ただし、100km
に余裕がある区間が全体の約５割を占めている。（H17は
65％）

○高速道路と並行する一般道の混雑度

高速道路：1.0以上

以上の利用でも約５割が高速道路を利用していない。

高速道路
非利用

100km以上：50％

○距離帯別の高速道路利用割合（観光目的の旅客数）

平成22年度

5%
一般道、高速道路

共に1.0以上 7%

般道 高速道路共

一般道： 1.0未満

64%

36%

52%

48% 56%

44%

49%

51%

72%

28%

70%

30%

高速道路
利用

53%

非利用

高速道路非利用 1,207
千人/日

平成22年度

37%

915区間

一般道、高速道路共

に1.0未満

0 全距離帯

36%
47%

100 200 300 400 500

高速道路利用

移動距離帯：㎞

1,051
千人/日

注1) 国土交通省政策統括官「第4回(2005年)全国幹線旅客純流動調査『幹線旅客流動の実態』」より、旅
行目的別・距離帯別高速道路利用率(2005年秋期1日(平日・休日))をもとに作成

注2） 高速道路利用 非利用は 乗用車等における利用経路のうち IC利用の有無で区分
51% 並行する一般道の混雑度が1.0以上で、

高速道路の混雑度が1.0未満の区間

注2） 高速道路利用・非利用は、乗用車等における利用経路のうち、IC利用の有無で区分

○貨物輸送の16％が高速道路を利用。ただし、100km以上
の利用でも約６割が高速道路を利用していない。

平成17年度 高速道路：1.0以上

一般道： 1.0未満

※ 平成22年9-11月の実績値を使用

５１％

４３％

３５％

高速道路
非利用

100km以上：５９％

高速道路非利用

○距離帯別の高速道路利用割合（貨物） ※トンベース

5%
一般道、高速道路

共に1.0以上

一般道、高速道路共

に1.0未満

９３％ ７４％

５９％

２６％

４１％
４９％

５７％

６５％

８４％

1,230万t

高速道路
利用

29% 841区間

65%
並行する一般道の混雑度が1.0以上で、
高速道路の混雑度が1 0未満の区間

注1） 「並行する一般道」とは高速自動車国道と並行する一般国道若しくは主要地方道を示す
注2） 「混雑度」とは、交通量を交通容量で除したもの

0 100 300 500輸送距離帯：㎞

７％

１６％

228万t

全距離帯

高速道路利用

注1） 国土交通省「第8回(2005年）全国貨物純流動調査（物流センサス）『3日間流動調査』」
をもとに作成

注2） 複数の輸送機関を利用している場合、最も輸送距離の長いものを代表輸送機関と位置付け
注3） 高速道路利用・非利用は、自動車における輸送経路ごとの高速道路利用の有無で区分

65% 高速道路の混雑度が1.0未満の区間

※ 平成17年度センサスデータを使用4
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○シンガポールでは、都心部の渋滞を解消するため、都心部への流入車両に課金を行い、交通需要を管理する

シンガポールにおけるロードプライシング

ロードプライシングを1975年から実施。

○当初はチケットを購入してフロントガラスに貼り付ける方式としていたが、1998年から無線通信により電子課金

を行うＥＲＰ(Electric Road Pricing)方式を導入。を行うＥＲＰ(Electric Road Pricing)方式を導入。

○あらかじめ金額をチャージしておいたＩＣカードを車載器に挿入し、路側器（ガントリー）を通過時に無線通信で

料金を引き落とし。

■ICカード：前払方式

ナ

アンテナ
（DSRC)

不正車用カメラ
(ANPR)

車両検知機

アンテナ
（DSRC)

)

4
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○渋滞状況に応じて、３ヶ月毎に料金の見直しを実施。

シンガポールのロードプライシングの料金例

例：ガントリーナンバー２
（Bugis‐Marina Centre(Nicoll Highway)）

対象車種：乗用車、タクシー、軽貨物車
期間 年 月 年 月（ ）

シンガポール全域

午前（平日） 午後(平日）

期間：2010年8月～2011年10月（平日）

時間帯 料金時間帯 料金

都心業務地区

時間帯
（シンガポールドル）

12:00-12:05 0.5ドル

12:05-14:00 1.0ドル

時間帯
（シンガポールドル）

7:30-8:00 0.5ドル

8:00-8:05 1.5ドル

ド

Central Expressway

Pan Island Expressway
Bukit Timah Expressway

ガントリー

外環状道路

都心業務地区（7.25km2）

課金対象高速道路区間（6路線）

14:00-14:05 1.5ドル

14:05-14:55 2.0ドル

14:55-15:00 1.5ドル

8:05-9:00 2.5ドル

9:00-9:25 2.0ドル

9:25-9:30 1.5ドル

Kallang-Paya
Lebar Expressway

課金対象高速道路区間（6路線）

15:00-17:30 1.0ドル

17:30-18:00 1.5ドル

18:00-18:05 2.0ドル

9:30-9:55 1.0ドル

9:55-10:00 0.5ドル

（参考）円換算

Bukit Timah Expressway

Ayer Rajah Expressway

East Coast Expressway

18:05-18:55 3.0ドル

18:55-19:00 2.5ドル

19:00-19:55 2.0ドル

19:55-20:00 0.5ドル

シンガポール
ドル

日本円

0.5ドル 32円

1.0ドル 63円

1.5ドル 95円

2 0ドル 126円

ガントリーナンバー2

出典：SINGAPORE LTA HPをもとに作成

9 55 5ドル2.0ドル 126円

2.5ドル 158円

3.0ドル 189円

※円換算は2011年8月時点のレート：63円/シンガポールドルによる
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平成23年６月28日
第６回高速道路のあり方検討有識者委員会
JR東日本提出資料（抜粋）
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平成23年７月29日
第８回高速道路のあり方検討有識者委員会
NEXCO提出資料（抜粋）
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